
令和 8年度 事業計画 

 

公益社団法人千葉県獣医師会定款第2条に規定する目的を達成するため、定款第3条に規定する事業 

として、令和8年度において次に掲げる事業を実施する。 

 

公益目的事業１：人と動物の共生する社会環境の健全な発展を目的とする事業 

  

人と動物の共通感染症を予防し公衆衛生の向上を図り、また、動物の習性や正しい飼い方等を啓発し、動

物の愛護精神を高揚し人と動物が安心して暮らせる社会環境を整えて行くと共に、家畜の伝染病等や食中毒

等を予防し、安全・安心な畜産物を生産・流通させることにより、県民の食生活の向上に寄与することを目

的とし、次の事業を行う。 

１．公衆衛生の向上に関する事業 

 人と動物の共通感染症である狂犬病は、罹患した犬等に咬まれることにより人が感染し発症するとほぼ

100％死亡し、世界で毎年約5万人死亡している大変恐ろしい病気である。 

 事業は、厚生労働省局長通知に基づき県・市町村・獣医師会が連携の基、的確に推進するため獣医師会と

市町村が契約し毎年4月から6月の間及び適当な時期に各市町村において実施日時・場所を広報し、犬の飼

養者の利便性を図り集合注射及び畜犬の登録を実施する。   

また、予防注射を受けた犬がアナフィラキシーショック等に陥るなどの事故が発生した場合に、損害賠償

も含めて適切に対処する。 

 人と動物の共通感染症については、獣医師会のホームページに公開するとともに市民公開講座等を通じて

予防対策の普及・啓発を図っていく。 

  

（１）狂犬病予防定期集合注射事業 

【実施計画】 

年度 委託契約締結市町村数 注射計画頭数 獣医師委嘱数 

令和8年度（計画） 54 31,000頭（対前年計画比93.9％） 233名 

  令和7年度（実績） 54 31,835頭（対前年比94.8％） 236名（従事者数） 

 

（２）狂犬病予防動物病院注射事業 

【実施計画】 

年度 実施動物病院数 注射計画頭数 

令和8年度（計画） 100 23,000頭 

令和7年度（計画） 100 20,000頭 

 

（３）畜犬登録促進指導事業 

【実施計画】 

年度 委託契約締結市町村数 指導登録頭数 

令和8年度（計画） 16 140頭 

令和7年度（計画） 17 300頭 

 



（４）会員病院における犬の病院登録業務（鑑札・済票交付）委託事業 

【実施計画】 

病院登録頭数 

令和8年度（計画） 令和7年度（計画） 

ワンストップ 360頭 

鑑札600頭、済票23,500頭  

ワンストップ 450頭、 

鑑札1,000頭、済票 22,000頭 

※1契約締結市町数：5市（千葉市、旭市、市原市、東金市、四街道市（令和8年度から済票のみ） ）                              

  

 

２．動物の保護活動事業 

動物愛護・保護精神の醸成、犬猫殺処分ゼロの実現、傷病野生鳥獣や負傷動物の救護並びに動物福祉思想の 

啓発、福祉介護犬の健康管理と治療費軽減による社会福祉への貢献などの公益活動を推進する。 

（１）動物愛護精神の啓発・普及推進事業 

動物愛護週間行事の一環として県や市町村・日本獣医師会・各地域獣医師会等が開催する動物フェアに共

催・協力し、動物のしつけ方や健康相談等を通じて動物の正しい飼い方、保護管理等について啓発する。 

【実施計画】 

行  事 内容等 

日獣2026「動物感謝デー」in JAPAN 出展 上野恩賜公園 11月 

千葉県「なかよし動物フェスティバル」 協賛 イオンモール成田  9月 

千葉市「動物愛護フェスティバル」 共催・協賛 千葉市役所新庁舎 9月 

柏市「なかよし動物フェスティバル」 後援・協賛 柏動物ふれあいセンター 9月 

船橋市「なかよし動物フェスティバル」 後援 イオンモール船橋  9月 

市川浦安地域獣医師会関連市「動物愛護関連事業」 協賛 愛犬愛猫家表彰等 10月 

柏の葉オータムフェスタ 協力 柏の葉公園 10月 

 

（２）飼い主のいない猫不妊去勢事業 

飼い主のいない猫の繁殖を防ぎ猫の殺処分の減少を図るため、市町村が実施する不妊去勢手術等の取組に

係る経費を助成する事業について、市町村の委託により、本会動物病院で手術を実施する。 

 

（３）マイクロチップ普及推進事業 

日本獣医師会の動物適正管理個体識別登録等普及推進事業においてマイクロチップを埋め込んだ犬猫等の

個体識別データを登録するデータベースに本会が動物の飼育者に代わってそのデータの登録申請を行う。 

【実施計画】 

年度 協力病院数 マイクロチップ登録申請数 

令和8年度（計画） 30 200 

令和7年度（計画） 50 360 

※平成30年9月1日に日本獣医師会と個体識別データの登録に関する覚書を締結済み。 



（４）傷病野生鳥獣救護事業 

県からの委託事業で、県民が保護した傷病野生鳥獣を治療し回復するまでの一定期間保護をすることを通

じて、広く県民に鳥獣保護思想の普及・啓発を図る。 

【実施計画】 

獣医師会の業務 計画金額 備 考 

保護・搬入された傷病野生鳥獣の

応急処置 
 県予算金額の範囲内 

指定獣医師 

 52病院、54名 

 

（５）負傷動物救護事業 

飼養者不明な犬・猫等の動物が公共の場所で疾病に罹りあるいは負傷した場合、動物愛護センターに収容

されるまでの間の救急診療を行った場合に、会員動物病院に対しその費用の一部を助成する。 

ア）県獣単独事業【実施計画】 

業務内容 計画頭数 備  考 

保護・搬入された飼い主不明動物の応急処置 見込み件数 100件 対象：開業A、C会員病院 

   ※１頭当たり助成額：上限5,000円（保護した人等の診療費用軽減：動物病院へ支出） 

イ）柏市委託事業【実施計画】 

業務内容 計画金額 備  考 

保護・搬入された飼い主不明動物の応急処置 市予算金額の範囲内 

対象：柏市内開業正会員病院 

及び柏市に隣接する市の本会

該当開業会員92病院。 

※ 診療内容ごとに単価設定あり。 

    （東葛）柏市：20病院、我孫子市：10病院、松戸市：25病院、野田市：12病院、流山市：11病院、 

（京葉）鎌ヶ谷市：6病院、（印旛）印西市：5病院、白井市：3病院 

 

（６）千葉県動物愛護センターにおける収容動物の健康管理等業務委託事業（千葉県委託事業） 

千葉県動物愛護センター本所及び東葛飾支所に収容された犬猫等並びに県内各保健所が一時保管した犬猫等の健康管理や治療

等を千葉県からの委託を受け会員獣医師が実施することにより、更なる譲渡や殺処分削減につなげる。 

【実施計画】 

場  所 業務内容 令和8年度（計画） 令和7年度（計画） 

動物愛護センター本所 健康管理、指導等 12回 12回 

動物愛護センター支所 健康管理、指導等 12回 12回 

動物病院 治療、手術等 41回 48回 

計  65回 72回 

  



３．安全な畜産物及び食品の生産・流通に関する事業 

産業動物の伝染病予防・診療・治療等の業務に携わる獣医師の獣医療技術の研鑽を図り､畜産農家の伝染病

予防、家畜の衛生管理の向上、家畜の損耗防止等を指導することにより畜産の振興並びに安全・安心な畜産

物の生産・流通を図り、国民の食生活の向上に寄与する次の事業を行う。 

（１）畜産関係研修事業 

公職農林部会並びに共済部会に所属する産業動物、畜産関係獣医師で構成される千葉県家畜衛生職員会及

び千葉県農業共済組合が行う研修会等に対し費用の一部を助成し、畜産技術者の衛生技術の習得に寄与す

る。 

【実施計画】 

対象活動 助成先 

家畜防疫普及啓発事業（家畜衛生講習会） 公職農林部会 千葉県家畜衛生職員会 

共済技術懇談会（講習会） 共済部会 千葉県農業共済組合 

 

（２）家畜伝染病発生時における防疫対策業務 

千葉県との「家畜伝染病発生時における防疫対策業務に関する協定」に基づき、防疫対策を実施する。 

 

（３）畜産振興事業 

各地域で行われる畜産共進会に対し、会長賞を交付し、家畜の改良をつうじて、県内畜産の振興発展に寄

与する。また、公益社団法人千葉県畜産協会が開催する畜産フェア事業に協力し、千葉県畜産物の消費拡大

を図るとともに、畜産の発展に寄与する。 

【実施計画】 

対象活動 支出先 

千葉県畜産フェア 後援・協賛 千葉県畜産物消費拡大協議会 

県産牛肉消費拡大対策 負担金・協賛 チバザビーフ協議会 

馬事畜産振興協議会 負担金 （公社）千葉県畜産協会 

安房郡市乳牛共進会 協賛（副賞） 安房郡市農林業振興協議会 

千葉県乳牛共進会 協賛（副賞） 千葉県酪農農業協同組合会 

千葉県肉豚共進会 協賛（副賞） （公社）千葉県畜産協会 

 

（４）獣医公衆衛生事業対策推進事業 

公職衛生部会に所属する保健所や食肉衛生検査所に勤務する職員で構成される千葉県食品衛生研究協議

会、千葉市獣医師協議会及び千葉県食肉衛生検査所協議会が実施する研修等に対し費用の一部を助成し、衛

生技術の習得に寄与する。 

【実施計画】 

対象活動 助成先 

獣医公衆衛生対策 

公職衛生部会 千葉県食品衛生研究協議会 

公職衛生部会 千葉市獣医師協議会 

公職衛生部会 千葉県食肉衛生検査所協議会 

 



（５）野生獣衛生推進体制促進事業 （中央畜産会助成） 

家畜衛生関係者を中心とした野生獣被害の情報発信体制を構築、推進するとともに、野生獣被害の主とな

るイノシシ及びシカについての衛生実態を把握し、畜産農家等の飼養衛生管理に対する意識の向上を図り、

野生獣衛生対策の推進に取り組む。 

【実施計画】 

活 動 回数 内容等 

地域衛生技術連絡協議会開催 7、3月 2回 対象；地域の畜産関係機関、団体等 

野生獣関連感染症、防除対応等講習会 3月 1回 対象；地域の畜産関係機関、団体等 

野生獣の衛生実態等調査  20回 野生獣（イノシシ、シカ）の検査、材料の採取、検体 

 

（６）獣医師養成確保修学資金給付事業（農林水産省公募事業） 

千葉県の産業動物公務員を志望する獣医学生に対し奨学金を給付し、安定的に獣医職員を確保することによ

り、県の防疫力の強化を図り、もって、国民の食の安心安全を担保するとともに、畜産物の安定供給に寄与す

る。 

【実施計画】 

 ４年生 ５年生 ６年生 給付額 

給付予定人数 ２名 １名 １名 国公立大学 月額１０万円 

私立大学  月額１８万円 

 

４．人と動物の絆（ヒューマン・アニマル・ボンド）の確立を目指す事業 

人と動物の共生に関する保健衛生の向上、動物の愛護・福祉の増進並びに自然環境の保全を目的とした普

及・啓発活動を行う。また、“One World One Health”理念の実践に向けて、市民から専門家（学校教育関係

者、動物看護師、獣医師等動物取扱関係者）に至る広範囲な職種を対象とした保健衛生（人獣共通感染症の

予防等）の向上、人と動物の愛護及び福祉（災害時の動物救護、介助犬の保護等）並びに自然環境の保全

（野生動物救護、傷病鳥獣の保護等）を目的として公開講座、講習会・セミナーを開催する。 

 

（１）公開講座、講習会・セミナーの開催 

市民から専門家（学校教育関係者、動物看護師、獣医師等動物取扱関係者）に至る広範囲な職種を対象と

した保健衛生（人獣共通感染症の予防等）の向上、人と動物の愛護及び福祉（災害時の動物救護、介助犬の

保護等）並びに自然環境の保全（野生動物救護、傷病鳥獣の保護等）を目的として公開講座、講習会・セミ

ナーなどを開催したほか関係機関・団体等の主催したセミナー等を共催する。 

【実施計画】 

セミナー等名 回数 備考 

県獣セミナー 5回 学術セミナー1回、技術セミナー2回、 

シリーズセミナー2回 

獣医師会「獣医学術年次大会」市民公開講座 1回 令和9 年3月14日（日） 

開業部会ブロックセミナー 

 

 

5回 

 

 

各ブロックの企画に沿って、原則Web形式で、全ブ

ロック会員を対象に実施する。 



 

日本獣医師会生涯学習事業ポイント取得 

 対象セミナー 

 ①県獣学術セミナー 

 ②学術シリーズセミナー 

 ③獣医学術年次大会 
 

 

5件 

各ブロックは、テーマ、講師の人選等を実施し、学術

振興委員会で各企画を調整し、県獣の規定に沿って開

催する。 

日本獣医師会が平成12年度から実施している事業

で、会員獣医師が常に最新の獣医療情報、知識・技術

を習得するよう学会、研修・講習会、シンポジウム等

に参加する一方で、動物の飼主に対して適切な獣医療

を提供するよう自己研鑽・自己学習するシステム。 

 

（２）わんわんパトロール運動推進事業 

 本会は、学童等を犯罪から守ることを目的として、千葉県警察本部が実施する「わんわんパトロール」運

動に会員動物病院の参加を得て協力し、安全・安心な社会づくりに貢献する。 

【実施計画】 

年度 協力病院数 協力隊員（飼い主）数 見守りたいワン隊員（犬）数 

令和8年度（計画） 200（12支部） 1,500 2,000 

※平成30年6月12日に千葉県警察と協力協定を締結済み。 

 

（３）災害時動物救護対策事業 

動物愛護精神及び人と動物の絆を守る観点から、災害時における動物救護体制を構築し、千葉県内又は近

隣の県等で被災した家庭動物の迅速で円滑な救護活動の推進を図ることを目的とし、行政当局が企画する防

災訓練に参加する等、目的達成のために必要な活動をおこなう。 

 【実施計画】 

行  事 内容等 

9都県市防災合同訓練（防災フェアー） 動物同行避難訓練・防災啓発展示 

千葉市防災合同訓練 動物救護所開設 

柏市防災合同訓練 動物救護所開設 

船橋市防災合同訓練 動物救護所開設 

他各市町村防災訓練 動物救護所開設 

活動内容 

（1）被災動物の応急治療に関すること。 

（2）被災動物の保護・管理に関すること。 

（3）被災動物救護のための各種相談・支援に関すること。 

（4）ペットフードや衛生処理用品等の支援物資調達及び提供に関すること。 

（5）千葉県災害時動物救護本部との協力、連携に関すること。 

（6）その他、目的達成のために必要な活動に関すること。 

 

  



（４）補助犬診療費助成事業 

 社会に必要とされる補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）、災害救助犬並びにセラピードック等の健康維持 

を主たる目的とし、診療費の助成及び専門家としての技術提供を行うことにより、社会に貢献する。 

【実施計画】 

助成対象 （県内飼育、県獣登録補助犬） 助成内容 

① 身体障害者補助犬；盲導犬、聴導犬・介助犬  

   身体障害者補助犬法第15条に基づく指定法人に所属する犬。 

② 災害救助犬 

 所属する団体が、千葉県との災害時における災害救助犬の出動に関

する協定を締結し、災害時の活動に参加し、その際の傷害等によ

り、診療・治療が必要とされた犬。 

③ セラピードッグ等 

本会の事業として実施する動物介 在活動や公益社団法人 日本動物

病院協会等が実施する人と動物のふれあい活動に参加する犬、猫。 

① ワクチン、フィラリア症予防薬、ノ

ミ・マダニ の駆除剤等協力企業から薬

剤提供がある場合は、必要量を配布。 

② 狂犬病予防注射 

③ 健康診断費用 

 血液検査等は、協力企業の指定する

検査セットを利用。 

※ 特殊検査（X線検査、エコー検査、

内視鏡検査等）は、助成対象外。 

※助成額上限（1頭当たり）：身体障害者補助犬30,000円、災害救助犬並びにセラピードック10,000円 

 

（５）動物介在活動支援事業  

人と動物のふれあい活動（CAPP活動）として、動物介在教育（AAE）及び学校飼育動物指導等の活動に

協力・支援する。 

活動名 場  所 備  考 

わんわん読書会 流山市立おおたかの森こども図書館 9回開催予定 

CAPP活動 老人ホーム、病院等 33回開催予定 

幼稚園・小学校等における活動 幼稚園・小学校等 100回活動予定 

 

 

 

公益目的事業２：学術の振興を目的とする事業 

１．学会の開催及び参加 

小動物・産業動物・公衆衛生の各分野で働く獣医師が、日頃の業務を通じて研究・調査した事例等を学会 

の場に報告し、意見交換を行い技術の伝達・普及を図ることを目的として年1回開催する。 

また、他の団体等が主催する学会にも積極的に参加し技術の習得に努め、動物医療技術の向上に努める。 

【実施計画】 

開催・参加学会等 備  考 

関東・東京合同地区獣医学術学会・大会への参加（パシフィコ横浜ノース）                令和8年9月6日（日） 

日本獣医師会獣医学術学会・年次大会への参加（麻布大学）                  令和9年2月27・28日 

千葉県獣医師会獣医学術年次大会の開催（ちば愛犬動物フラワー学園） 令和9年3月14日（日） 

 

  



収益を目的とする事業 

１. 収益事業 

（１）獣医療証明書等販売収入 

項   目 内   容 備  考 

購 販 売 １ 物品購販売収入 

予防接種証明書 （Ａ）  

     〃     （Ｂ）  

動物用医薬品指示書  

狂犬病予防接種済証  

 

（２）施設等使用料 

項   目 内   容 備  考 

使 用 料 
２ 家 賃 

（公財）千葉県動物保護管理協会 県獣会館3階 

千葉市獣医師会 県獣会館3階 

サンリツセルコバ検査センター 県獣１階 

３ 施設賃貸 県獣会館使用料等 会議室等 

 

（３）開業部会保険加入取扱手数料等 

項   目 内   容 備  考 

手 数 料 ４ 保険事務取扱手数料 

獣医師損害賠償責任保険： 

損保ジャパン日本興亜㈱ 
事務受託 

メットライフ生命保険㈱※任意加入 事務受託 

 

（４） 千葉県産畜産物等流通販売収入 

項   目 内   容 備  考 

野生獣衛生推進体制促進事業参加団体等販売品 

及び千葉県産の畜産物品等 

 

イノシシ、シカ肉等加工食品 

畜産加工品等 

 

 

販 売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他の事業 

１．開業部会相互扶助等活動事業 

 開業部会の円滑な運営、正会員の相互扶助及び親睦等を目的として次の事業を実施する。 

種類等 内  容 目  的 

1. 保険事業 獣医師賠償責任保険への加入 

会員動物病院の敷地内及び建物内等で、受診目的で来

院した動物に対して、病院スタッフの失宜もしくは診

療事故等により損害を与えた場合に賠償する目的で加

入する保険の掛け金を獣医師会で負担する。  

2. 福祉厚生事業 

(1) 慶弔事業 
会員又は同居する一親等親族が死亡した場合に弔慰金

の支給、献花、弔電を送る。  

(2) 緊急災厄支援事業 
会員又は同居する一親等親族が非常の災厄に遭遇した

場合に、規程により被災見舞金を支給する。  

(3) 療養等見舞金 

A及びC会員が疾病又は事故のため14日以上入院、通

院又は後遺症のため長期間診療業務に携わることがで

きない場合、規程により、療養見舞金を支給する。 

(4) 遺児育英支援金 

開業部会所属の正会員が死亡した場合、正会員と一親

等の続柄にある満20歳以下の遺児に対して、規程によ

り遺児育英支援金を支給する。（支給は1回限り） 

3. 親睦事業 (5) 親睦活動の実施 
開業部会会員が、相互の親睦と連帯を目的として行う

行事に対して予算の範囲内で費用を助成する。  

4. 職業紹介事業 (6) 勤務獣医師等募集、紹介 

勤務医及び動物看護師の不足解消を目的とし、千葉県

内で就職を希望する獣医師及び動物看護師をホームペ

ージ、Web等で募集し、会員病院に紹介する。 

 


